
VIEW'S REPORT

　
探
究
学
習
の
支
援
を
大
学
に
依
頼
し
た
い

が
島
内
に
大
学
が
な
い
、
探
究
学
習
の
成
果

を
校
外
で
も
発
表
し
た
い
が
費
用
面
で
島

外
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
─
。

そ
う
し
た
地
理
的
条
件
か
ら
生
じ
る
課
題
が

あ
る
中
で
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
を
支

援
す
る
た
め
、２
０
２
４
年
３
月
、鹿
児
島

県
の
奄
美
群
島
の
高
校
９
校
と
、鹿
児
島
大

学
な
ど
の
大
学
等
に
よ
っ
て
、「
奄
美
群
島
高

校
探
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
豊
か
な
自
然
や
独
自
の
文
化
を
持
つ
奄
美

群
島
に
は
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
る
。
そ
こ

で
、
そ
う
し
た
研
究
者
が
所
属
す
る
大
学
・

研
究
機
関
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
画
を

依
頼
。
探
究
学
習
の
支
援
が
可
能
な
研
究
者

の
情
報
を
一
覧
に
し
て
、
群
島
内
の
高
校
で

共
有
し
、
各
校
が
参
画
機
関
や
研
究
者
に
直

接
依
頼
で
き
る
よ
う
に
し
た
（
図
１
）。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
発
起
人
の
１
人
で
あ
る
鹿

児
島
県
立
大
島
高
校
（
以
下
、
大
島
高
校
）

の
貴き

島じ
ま

邦く
に
の
ぶ伸
前
校
長
（
現
・
鹿
児
島
県
立
楠な

ん

隼し
ゅ
ん

中
学
校・高
校
校
長
）
は
、こ
う
説
明
す
る
。

　「
研
究
者
が
来
島
し
た
際
に
生
徒
に
助
言
・

指
導
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に
す
れ
ば
、
研
究

者
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
生

徒
の
探
究
学
習
を
支
援
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」　

　
24
年
度
に
は
４
校
が
そ
の
仕
組
み
を
利
用
。

25
年
度
は
、
サ
ン
ゴ
の
生
態
調
査
や
奄
美
の

方
言
な
ど
の
テ
ー
マ
で
大
学
教
員
に
支
援
を

依
頼
し
て
い
る
。コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
を
担 

う
大
島
高
校
の
中な

か

渡わ
た

瀬せ

将ま
さ
ゆ
き之
先
生
は
、「
登 

録
研
究
者
の
一
覧
に『
支
援
可
能
な
内
容
』が
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、誰
に
何
を
依
頼
で
き

る
か
が
ひ
と
目
で
分
か
り
、大
学
や
研
究
者

に
ス
ム
ー
ズ
に
依
頼
で
き
ま
し
た
」と
語
る
。

　
25
年
３
月
に
は
、
大
島
高
校
を
会
場
に
、

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の「
高
校
生
サ
ミ

ッ
ト
Ｉ
Ｎ
奄
美
２
０
２
５
」が
行
わ
れ
た
。生

徒
が
大
勢
の
人
の
前
で
探
究
学
習
の
成
果
を

発
表
し
、同
世
代
と
交
流
す
る
場
と
し
て
同

サ
ミ
ッ
ト
を
企
画
し
た
。同
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
は
今
回
が
２
回
目
で
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

参
画
校
全
９
校
と
、中
渡
瀬
先
生
が
以
前
勤

務
し
て
い
た
神
奈
川
県
・
横
浜
市
立
横
浜
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
が
参
加
。大

島
高
校
の
１・２
年
生
全
員
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
参
画
大
学
の
教
員
、サ
ミ
ッ
ト
を
支
援
す

る
地
元
企
業
の
来
賓
を
前
に
、各
校
の
代
表

チ
ー
ム
計
28
人
の
生
徒
が
発
表
し
た（
図
２
）。

　「
探
究
テ
ー
マ
は
伝
統
文
化
や
自
然
、
地

域
の
社
会
課
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。代
表
チ
ー
ム
の
選
考
は
各
校
に
一

写真上／サミットでの発表の様子。
写真左／生徒の交流会の様子。

奄
あ ま

美
み

群島の高校全９校が集結し、
探究学習の成果を発表

「高校生サミットIN奄美2025」リポート
鹿児島の南方の海上、南北約 200㎞の間にある８つの有人
島から成る奄美群島。その中に９校の高校が点在し、約2,000
人の生徒が学んでいる。地理的条件が厳しい中で探究学習に
取り組む生徒を支援しようと、2024 年３月に結成されたのが
「奄美群島高校探究コンソーシアム」だ。25 年３月には島内
外から生徒が集まり、同
コンソーシアム主催の探
究学習の発表会と生徒の
交流会が行われた。その
様子をリポートする。

離
島
の
探
究
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
結
成

他
校
生
も
集
ま
る
サ
ミ
ッ
ト
で
の

発
表
が
、生
徒
の
目
標
に
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任
し
て
い
ま
す
が
、各
校
の
話
に
よ
る
と
、本

サ
ミ
ッ
ト
で
の
発
表
が
生
徒
の
１
つ
の
目
標

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
」（
貴
島
前
校
長
）

　
各
チ
ー
ム
の
発
表
後
に
は
、
大
学
教
員
５

人
に
よ
る
質
疑
応
答
と
指
導
・
助
言
が
行
わ

れ
た（
写
真
１
）。
教
員
住
宅
の
老
朽
化
を
調

査
し
た
鹿
児
島
県
立
与
論
高
校
の
チ
ー
ム
に

は
、「
よ
い
着
眼
点
だ
と
思
う
。
生
徒
に
と

っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
教
師
の
福
利
厚
生

に
か
か
わ
り
、
社
会
課
題
と
し
て
も
重
要
だ
」

と
評
価
し
つ
つ
、「
参
考
文
献
が
新
聞
記
事

だ
け
だ
っ
た
。
研
究
論
文
を
調
べ
て
掘
り
下

げ
る
と
さ
ら
に
よ
く
な
る
と
思
う
」
な
ど
と

助
言
し
た
。ま
た
、黒
糖
焼
酎
に
つ
い
て
探
究

し
た
鹿
児
島
県
立
奄
美
高
校
の
チ
ー
ム
は
、

休
憩
時
間
に
大
学
教
員
に
探
究
学
習
の
方
向

性
に
つ
い
て
相
談
。
大
学
教
員
は
、「
酒
に
は

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
独
自
の
文
化
が
あ
る
。
飲

酒
の
で
き
な
い
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ
、
文
化

か
ら
探
究
し
て
み
て
は
？
」
と
助
言
し
た
。

　
発
表
を
聞
い
た
会
場
の
大
島
高
校
の
１
・

２
年
生
に
も
、多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。「
テ

ー
マ
設
定
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。し
っ
か
り

し
た
軸
が
な
い
と
、
探
究
が
い
ろ
い
ろ
な
方

向
に
ぶ
れ
て
し
ま
う
」「
ど
の
チ
ー
ム
も
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
姿
勢
を
自
分

も
持
ち
た
い
」な
ど
、様
々
な
声
が
聞
か
れ
た
。

　
最
後
に
、
生
徒
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
交

流
会
が
実
施
さ
れ
た
。「
あ
な
た
が
帰
っ
て
き

た
く
な
る
故
郷
と
は
？
」
な
ど
、
３
つ
の
話

題
で
10
校
の
生
徒
が
意
見
を
交
わ
し
た
。
企

画
・
運
営
を
担
当
し
た
生
徒
は
、「
奄
美
の
こ

と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
高
校
生
が
こ
ん

な
に
い
る
。
力
を
合
わ
せ
て
奄
美
の
未
来
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　
一
連
の
取
り
組
み
は
、
離
島
と
い
う
環
境

で
大
学
教
員
と
の
対
面
交
流
の
仕
組
み
を
構

築
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
独
立
行
政

法
人
教
職
員
支
援
機
構
の
第
８
回
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

大
賞
を
受
賞
し
た
。
25
年
度
か
ら
は
、
奄
美

群
島
全
12
市
町
村
が
参
画
す
る
「
奄
美
群
島

広
域
事
務
組
合
」
な
ど
、
地
域
の
支
援
を
受

け
て
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　「
今
後
は
各
校
の
探
究
テ
ー
マ
を
共
有
し
、

同
一
の
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
共
同
研
究
を
行
う

こ
と
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
高
校
と
大
学
、

地
域
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
人

材
を
育
て
て
い
き
ま
す
」（
中
渡
瀬
先
生
）

日程　2025年3月19日（水）　

会場　鹿児島県立大島高校

プログラム
１　開会宣言／歓迎アトラクション・奄美民謡
２　基調講演　
３　課題研究発表（発表10分間、質疑応答５分間）
参加校と発表タイトル（発表順）
•鹿児島県立大島高校「奄美の人々の暮らしに発酵食品を」
•鹿児島県・私立樟南第二高校「エコツーリズム〜実践を通して学
んだこと〜」
•鹿児島県立徳之島高校「徳之島の犬や猫を『家族』という意識に」
•鹿児島県立与論高校「与論島の教員住宅老朽化に関する調査」
•鹿児島県立喜界高校「『がじゃみスナイパー』〜喜界島の特産を
活かした商品開発〜」
•神奈川県・横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校「ジェンガ
の抜けやすさの違い」
•鹿児島県立奄美高校「黒糖焼酎の文化を未来へつなごう」
•鹿児島県立大島北高校「未来へ残そうシマの宝〜奄美大島の固
有種を守るために〜」
•鹿児島県立沖永良部高校「2050年の沖永良部島を考えよう〜
『SIMおきのえらぶ2050』にチャレンジ〜」
•鹿児島県立古仁屋高校「久慈白糖工場跡出土煉瓦の製作地につ
いて」

４　アトラクション：書道パフォーマンス
５　全体総評
６　生徒交流会

※図１・２ともに、「奄美群島高校探究コンソーシアム」提供資料を基に編集
部で作成。

図１ 「奄美群島高校探究コンソーシアム」関係図 図２ 「高校生サミットIN奄美　2025」概要

■コンソーシアムの登録研究者一覧

探究学習の支援が可能な研究者の情報（氏名、所属、専門分野、支援可
能な内容、連絡先、来島の時期等）を一覧化し、参画高校で共有している。

同コンソーシアムの詳細は、下記サイトを参照。
https://sites.google.com/kago.ed.jp/iamamiconsortium/

写真１　大学教員の質問に堂々と回答する生徒たち。
サミットの様子はライブ配信され、参加校の生徒も視
聴可能にした。アーカイブは下記動画サイトで公開中。
https://www.youtube.com/@koukouoshima9827

沖
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高校

樟
しょう

南
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第二
高校

参画機関
鹿児島大学、東京大学
大気海洋研究所、志學
館大学、第一工科大学、
鹿児島国際大学、鹿児
島純心大学、駒澤大学
応用地理研究所、株式
会社アーダン

参画機関

各校の探究学習の支援
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